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（問題７の続き）

式を考える。時刻ｒにおける雨滴の運動量は，Ｐ＝ｍひである。時刻好ｄｒ

における運動量は,時刻好drにおける雨滴の速度を”＋伽,質量を、＋伽

とすると，

Ｐ＋ｄＰ＝[E］－(5)

となる。時刻ｒと時刻好成の間における運動量変化は，その間に外から働

いた外力の力積に等しいので，

。Ｐ＝ｍｇｄｔ－(6)

である。(5),(6)式より次の運動方程式が得られる。

等=[F］－(7)

(3),(4),(7)式などを用いることにより，時刻ｔにおける速度”が求められる。

速度〃を，γb,α,t,"０，９，βを用いて表すと，以下のようになる。
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